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あらまし：歴史的地方都市は，観光地になっているところ多くコロナ収束後には観光客が多く訪れること

が予想される．本研究では，これまでの研究のデータを参考にして，観光客が慣れない土地でも安心して

観光ができるように，必要な情報をスマートフォンで簡単に入手することができる Web アプリの開発を
行った．現地で評価実験を行い，実用的な Web アプリであることを確認することができた． 
キーワード：観光客，Web アプリ，観光地  

 
 
1. はじめに 
昨年度までの研究では，高齢な住民が多く，伝統

的な建造物が多く残る歴史的地方都市を対象とした

防災マップの作成を行った．避難所や住民しか知ら

ない危険な場所等の情報を収集し、Web 版・紙版の
マップを作成した（1）（2）． 
歴史的地方都市は，観光地になっているところ多

くコロナ収束後には観光客が多く訪れることが予想

される．本研究では，これまでの研究（1）（2）で作成さ

れた防災地図のデータを元に「利用することで困っ

たときに必要な情報をスマートフォン 1 つで簡単に
知ることができ，慣れない土地でも安心して観光を

楽しめる Web アプリ」を目的に開発を行った． 
 

2. 肥前浜宿お助け隊の機能 
本研究は，HTML・CSS・JavaScript を用いており，

Web サーバは研究室のサーバを利用している．  
Webアプリは，ホーム画面，現在地情報表示画面，

避難所位置情報表示画面，緊急時に頼ることができ

る場所と連絡先表示画面（Web アプリ上では「困っ
たときは？」の名称で表示），AED 位置情報表示画

面，肥前浜宿の豆知識表示画面（Web アプリ上では
「肥前浜宿あんしん豆知識」の名称で表示）の 6 つ
の画面からなる（図 1)． 
一貫性のある情報を提供するために「観光案内所

水とまちなみの会（3）」で配布しているパンフレット

に掲載されている地図と Web アプリの簡易地図の

表示情報を揃える．簡易地図は，Word を用いて作成
を行った． 
現在地情報表示でも，一貫した情報提供のため簡

易地図を用いる．簡易地図上では，GPS での現在地
の表示はできないため，地図を 25 分割して，それぞ
れのブロックの代表点を近似的現在地とし表示する．

分割は，if 文で緯度経度の範囲を用いて行った．ポ
イントではなく，スペースを示すアイコンを用いる

ことでおおよその現在地を表示させることができた．  
緊急時に頼ることができる場所と連絡先表示画面

では，「観光案内所水とまちなみの会（3）」「継場案

内所」「鹿島警察署浜警察官駐在所」の簡易地図と

電話発信ボタンを表示している．ボタンを押すとポ

ップアップで確認を行った後に，電話をかける． 
避難所位置情報表示画面と AED 位置情報表示画

面では、それぞれの位置が記載された簡易地図と連

絡先を表示している． 
肥前浜宿の豆知識表示画面では，肥前浜宿が行っ

ている防災対策等の豆知識を 5 つ紹介している．紹
介している豆知識は，「観光案内所水とまちなみの

会」のメンバーの方が教えて下さった． 
 

 
     (a)ホーム画面       (b)現在地表示画面 

図 1 肥前浜宿お助け隊の画面例 
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3. 評価実験 
3.1 評価実験の概要 
鹿島市肥前浜宿にて 2021 年 12 月 21 日から 2022

年 1 月 31 日まで，Web アプリの実用性や情報の妥
当性，Web アプリの見やすさに関する評価実験を

Google Forms でアンケートを作成して行った．アン
ケートは，表 1 に示した 9 つの質問からなる． 
より多くの人に Web アプリを利用してもらうた

めに，Web アプリとアンケートフォームの QR コー
ドを添付したチラシを Word で作成し頒布した（図
2）．更に，アンケートに回答して下さった方には，
有明のりを景品としてプレゼントすることで観光客

を引きつけた． 
3.2 評価実験の結果 
合計 24 名から回答を頂き，結果として，全ての項

目で肯定的な回答が 80％以上だった．Web アプリを
利用することで安心感が増すかについてと Web ア

プリの使いやすさについては「思う」「どちらかとい

えば思う」の肯定的な回答のみだった（図 3）． 
観光地で Web アプリを使いたいと思うかについ

ては、全体の 80％以上が肯定的な意見だったが，ア
ンケートの中で最も否定的な意見が多く，全体の

15％以上が「どちらかといえば使いたいと思わない」
という回答だった．思わないと回答した 4 名のうち
2 名は初めて観光地を訪れた人だった．そのため，

初めて観光地を訪れた人を含む多くの人が使いたい

と思う Web アプリにするための改善が必要である． 
情報の妥当性と Web アプリの見やすさについて

は，「歴史的なスポットなどの観光地についての表示

を追加して欲しい」「祐徳稲荷神社の表示が見にくい」

という意見を頂いた．表示情報の追加や地図を見や

すくするために縮尺の調整などの改善が必要である

ことが分かった． 
 

4. まとめと今後の課題 
歴史的地方都市は，観光地になっているところが

多くコロナ収束後に多くの観光客が訪れることが予

想される．本研究では，先行研究（1）（2）のデータを元

に，困ったときに必要な情報を簡単に入手でき，慣

れない土地でも安心して観光を楽しめる Web アプ

リの開発を行った． 
一貫した情報を提供するため，観光案内所で配布

されているパンフレットと表示情報を揃えた簡易地

図を作成し，Web アプリ内の現在地情報表示や避難
所位置情報表示などで利用した． 
対象地域である肥前浜宿で，Web アプリの実用性

や情報の妥当性，Web アプリの見やすさ・使いやす
さについての評価実験を行った．実験結果として，

全ての項目で利用することで安心感が増す，観光地

で使いたいと思うといった高評価を頂くことができ，

「肥前浜宿お助け隊」は，実用的な Web アプリであ
ることが確認できた． 
今後の課題としては，観光地を初めて訪れた人を

含むより多くの人に使いたいと思ってもらえるWeb
アプリにするための改良が挙げられる．そのために，

対象地域の観光地や歴史的建造物を全て表示し，詳

しい説明を行う画面の開発が必要であると考える． 
また，地図を画面いっぱいに表示して見やすくす

るために，縮尺等の調整も必要である．  
 

表 1 アンケートの質問項目 
年齢層 ~30，40~60，70 以上 
性別 男性，女性，その他 

対象地域を訪れた回数 初，2 回，3 回以上 
情報は妥当か 4 段階 
安心感が増すか 4 段階 
使いたいと思うか 4 段階 

見やすいか 4 段階 
使いやすいか 4 段階 
意見記入欄 自由に記入 

 

 
図 2 現地で頒布した QR コードを掲載したチラシ 

 

 
図 3 Web アプリの安心感に関する評価結果 
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